
●利活用

●個別のアーカイブ機関

文化関係資料のアーカイブの全体像

国際文化交流 教育・研究活用 地域活性化 新産業創出

●ナショナルアーカイブ（日本版ヨーロピアーナ）

・コンテンツの創造基盤

（デジタル情報の編集・加工による付加価値の高いコンテンツの創造）

・文化情報発信基盤
（横断検索、ナビゲーション、関連性発見）
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・他の機関とのネットワーク形成
（分野別アーカイブの構築・拠点の整備）

・デジタル化、目録作成、アーカイブ構築

国立

国会図書館

国立

国会図書館
運営体制：文化庁と国立情報学研究所等が連携

連携

個人所蔵

拠点

分野別アーカイブ

個別機関

連携

・NDLの収蔵図書に
関するデータベース
の活用

・アーカイブのNDL
のシステム上での
閲覧
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